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平成29年度 施政方針特集



　平成29年第１回いちき串木野市議会定例会が２月21日から３月27日
まで開催されました。
　田畑市長は、平成29年度の市政運営について、「人口減少と少子高
齢化、それに伴う地域経済の縮小克服のため、総合戦略や総合計画を積
極的に推進し、山積する課題に真正面から向き合い、地域活性化に取り
組んでいきたい。また、ゆるぎない信念と既成概念にとらわれない大胆
な発想で挑戦し、次代を担う子どもたちが、自分の生まれ育ったまちに
愛着と誇りをもち、『住み続けたい』と実感できるまち、そして『住ん
でみたい』と選択されるまちを目指し、市民の皆様の参画のもと、一意
専心、市政発展に取り組んでまいりたい」と所信を表明しました。
　平成29年度の新規事業を中心に内容を紹介します。

「自治基本条例」に基づき、各地区まちづくり協議会・自治公
民館などの支援を行います。
　・地区まちづくり協議会等運営補助金
　・まちづくり計画事業補助金（ソフト事業・ハード事業）
　・地域リーダー養成研修事業
　・野平交流センター整備事業（平成29年９月完成予定）　
　・自治公民館建設整備事業補助金
　・コミュニティ自動車導入検討事業
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平成29年度の新規事業を中心に内容を紹介します。

「自治基本条例」に基づき 各地区まちづくり協議会 自治公

共生協働推進事業

市民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』
コミュニティ・行財政

災害に備えた安心できるまちづくりを進めます。
　・防災センター整備事業（平成29年度～平成31年度）　
　　平成29年度：基本設計、地質調査
　　構造：鉄筋コンクリート造、地下１階地上２階建　床面積858㎡
　・原子力防災に関する訪問調査事業（荒川・旭・野平地区等）
　・総合防災訓練実施事業
　・防災メール配信事業
　・自主防災活動助成事業
　・災害時備蓄品整備事業

災害に備えた安心できるまちづくりを進めます

災害対策関連事業

健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』
生活環境

男女が互いにその人権を尊重しつつ、責任を分かち合い性別に
かかわりなく、その個性と能力を発揮できる社会を目指すため、
次期計画を策定します。
　・第三次男女共同参画基本計画策定事業

男女共同参画推進事業

鹿児島市との連携中枢都市圏の協定締結により、雇用の場の創
出や人材の育成、地域資源を活かした交流人口の拡大など、圏
域全体の経済活性化を目指します。
　・連携中枢都市圏合同企業説明会
　・連携中枢都市圏移住フェア

広域行政の推進

かごしま連携中枢都市圏　協定式

原子力防災訓練

（政策課　☎ 33-5634）

2



保健医療福祉

消防施設・装備等の整備により、消防救急体制の充実を図ります。
　・消防装備（防火服）整備事業　
　・指揮広報車更新
　・消防用ホース
　・消防団安全装備整備事業（ヘッドライト、耐切創製手袋）
　・防火水槽設置事業（中向地区）　
　・消防救急デジタル無線維持管理事業　
　・消防救急デジタル無線不感対策事業　

消防施設等整備事業
「いちき串木野電力」の安定運営とサービスの向上に取り組む
とともに、再生可能エネルギーの普及を図り「環境維新のまち
づくり」を進めます。
　・洋上風力発電計画策定　
　・木質バイオマス発電及び木質ペレット工場計画策定　

エネルギー対策関連事業

婚姻数の増加を図るため、経済的な理由で結婚に踏み出せない低所
得者を対象に、結婚に伴う新生活に係る家賃や引越費用に対して補
助を行います。

中学校終了まで医療費（保険適
用分）を全額助成し、経済的負
担を軽減し、子育て支援の充実
を図ります。

子ども医療費助成事業

計画を策定し、効率的・効果的に事業を進めます。
　・第３期障害者計画・第５期障害福祉計画策定事業
　・高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画策定事業

福祉・介護等計画策定事業

施設の改修工事を行います。
　・串木野高齢者福祉センター（屋根防水・外壁改修）
　・串木野健康増進センター（屋根防水）
　・市来保健センター（屋根防水等）

福祉・健康増進施設改修事業

現在の市来最終処分場の残余容量が少ないことから、自然環境
に配慮した新たな最終処分場の建設工事を実施します。
（平成30年２月完成予定）
　・最終処分場管理事業　

最終処分場建設事業５地区の簡易水道を上水道に統合し、配水池や水源地を整備す
るなど安定供給に努めます。
　・萩元配水池整備事業　
　・水源地整備事業（内門第１、第２水源地、中組水源地）　
　・耐震化計画策定事業（基本計画）　
　・布設替実施計画策定事業（耐震化）

上水道事業 救助工作車

結婚新生活支援事業

教育・文化

安全で快適な教育環境の整備・充実を図ります。
　・幼稚園・小中学校空調設備整備事業　
　・小中一貫教育推進事業
　・学校パソコン整備事業

県立高校の再整備方針に対応し、串木野高等学校及び市来農芸
高等学校の振興と存続に向けた取組への支援を充実します。
串木野高等学校
　・外部指導者支援補助
　・国公立大学進学者への入学金、準備経費補助など
市来農芸高等学校
　・寮生活支援補助　
　・地域支援活動補助　

県立高等学校支援対策事業学校施設整備事業

予防接種と各種検診により、健康増進と疾病の早期発見・早期治療
を図ります。
　・Ｂ型肝炎予防接種
　・前立腺がん検診
　・各種がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳）

予防接種及びがん検診事業

予防接種の接種忘れや過誤接種等の事故を防ぐため、携帯電話で予
防接種スケジュールを管理できるシステムを導入します。

子育て支援モバイルサービス事業

運動・体操教室等を開催し、健康増進や介護予防等に努めます。
　・健康づくり支援員（地域おこし協力隊）
　・健康づくりアドバイザー　
　・ころばん体操教室

健康づくり推進事業

(株)いちき串木野電力設立
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平成31年度に開催される高校総体と平成32年度に開催される
国民体育大会に関する準備を進めます。
　・平成31年度全国高等学校総合体育大会（南九州高校総体）
　　バスケットボール（女子）
　・第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」
　　バレーボール（成年男子）
　　バスケットボール（少年女子）

高校総体及び国体準備事業　
「英語のまち」として児童生徒の英語力の向上を図るとともに、
英語に親しめる環境整備等を行います。
　・国際交流員招致事業　
　・外国語活動指導補助員配置（２名）
　・実用英語検定受検料補助
　・英語暗唱・スピーチ大会
　・中学生英会話セミナー

「英語のまち」推進事業

伝統芸能の保存・伝承に対する支援や文化の振興に努めます。
　・歴史的街並み形成検討事業（麓地区）　
　・冠嶽園開園25周年記念事業　
　・萬造寺斉顕彰短歌大会補助　
　・郷土芸能保存会運営補助
　・郷土史料収集事業

文化振興事業
平成31年９月の供用開始を目指して、整備基本計画策定に向
けた調査を実施します。

学校給食センター建設事業

健康福祉、教育、観光交流、環境保全、食の安心安全の各分野
と連携し、横断的に積極的な取組を行います。

　・ＥＡＴｄｅ健康メニュー開発支援事業
　・食育実践キャンペーン推進事業
　・特産品直売所ネットワーク支援事業
　・６次産業化推進事業　
　・ふるさと納税推進事業　
　・食のシティプロモーション推進事業　

食のまちづくり推進事業
　・まぐろ漁船母港基地化奨励補助金
　　遠洋まぐろ漁船及び物資運搬船に対する奨励補助金、
　　まぐろ水揚げ奨励金を交付します。
　・薩州串木野まぐろプロジェクト支援事業補助金
　　母港基地化の推進、付加価値の向上、振興活動への補助
　・まぐろフェスティバル運営補助金
　　４月29日（土・祝）・30日（日）開催

まぐろ漁業振興事業

魚価や生産性の向上、資源の維持増大を図るため、漁協等が実
施する施設整備等に対して補助を行います。
　・藻場環境推進事業
　・魚類種苗放流事業
　・新規沿岸漁業就業者支援金
　・沿岸漁業活性化推進事業
　　（漁獲共済支援事業、省エネ対策事業）

沿岸漁業活性化推進事業

　全体面積：53.4ha（換地面積：46.9ha）
　事業期間：平成25年度～31年度
　・平成29年度予定：整備工事14.6ha

川南地区ほ場整備事業（県営事業負担金）

森林の保全と憩いの場の創出のため植樹を行います。
　・鹿児島地域植樹祭
　・トラックの森植樹事業　

観音ヶ池周辺整備事業

　・地域おこし協力隊（まちおこし支援員）
　・ドリームセンター改修事業（外壁等）　
　・空き店舗等活用促進事業
　　商工業の育成・振興のため、市内空き店舗等を活用して
　　新規開業する事業者へ補助を行います。
　・商工業店舗リフォーム補助事業
　　既存事業者が行うリフォームに対して助成します。

商店街等活性化事業

　・新ブランド農産品開発事業　
　　生産者の高齢化や担い手不足が進む中、新たな農産物の
　　ブランド化に取り組みます。
　・活動火山周辺地域防災営農対策事業補助
　　桜島降灰による品質低下などを防ぎ、高品質な農産物を
　　生産するため、被覆資材を更新する事業者を支援します。

農業振興事業

　・焼酎麹用米交付金
　　水田の有効活用策として、本市特産焼酎の原料用麹米の作
　　付を促進するために助成します。
　・スクミリンゴガイ駆除事業補助
　　稲苗のスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の被害を防ぐ
　　ため、また、さつま日置農業協同組合管内の広域的な駆除
　　対策のため、薬剤を購入した場合に補助を行います。

水田営農対策事業

明治維新150年周年にあたる平成30年を見据え、薩摩藩英国
留学生記念館等でカウントダウンイベントを開催します。
　・明治維新150周年カウントダウンフェスティバル
　・映画祭

明治維新150周年記念カウントダウン事業

４年ぶりのまぐろ漁船から水揚げ

　 郷土芸能保存会運営補助
　・郷土史料収集事業

健康福祉、教育、観光交流、環境保全、食の安心安全の各分野

食のまちづくり推進事業
　・まぐろ漁船母港基地化奨励補助金

まぐろ漁業振興事業

世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』
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利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』

市内への新たな事業所の設置等に対して助成を行い、産業の振
興と雇用機会の増大を図ります。
　・事業所用水使用料補助
　　１㌧55円となる金額を助成
　・雇用促進補助
　　新規雇用１人に対し50万円を補助
　・設備投資促進補助
　　設備投資額の10％以内を補助

企業の誘致促進及び育成補助金 海外販路開拓支援事業

区画整理等により安全で快適に暮らせるまちを形成します。
　・麓地区土地区画整理事業
　　事業年度：平成９年度～平成39年度
　　進捗率約83％（平成28年度末）
　　平成29年度：道路・宅地造成、建物・工作物補償
　・野元地区まちづくり道路調査事業　
　　野元地区の住環境整備のため、道路現況調査を行います。

移住定住の促進を図り、人口増対策に努めます。
　・定住相談員の設置　
　・お試し体験住宅の設置　
　・移住パンフレットの作成
　・転入者住宅建設等補助事業
　・定住促進補助事業

移住定住促進事業

空き家対策を推進し、住環境の向上に努めます。
　・空き家バンク制度　
　　県宅建協会と連携した仕組みにより、空き家の利活用に
　　取り組みます。
　・空き家利用促進補助　
　　空き家バンク登録物件の改修と家財撤去に対して補助を
　　行います。
　・空家等対策協議会の設置　
　　特定空家等の認定及び空家等対策計画を推進します。
　・危険廃屋等解体撤去工事補助
　　危険廃屋解体補助　1/3補助（上限30万円）
　　空き家解体補助　　1/3補助（上限20万円）　

空き家対策事業

串木野新港の利用促進を図るため、国内外のクルーズ船の誘致
に必要な要件や基盤整備等について専門家を招へいし、市内関
係機関とともに研究していきます。

クルーズ船誘致研究事業　

土地区画整理事業

　・地域間ネットワーク道路の整備
　　都心平江線、野元平江線、草良線、寺迫観音ヶ池線　他
　・生活道路の改良　払山線、内門古瀬戸線　他
　・橋梁長寿命化事業：市内橋梁の点検、設計、修繕を年次的に実施
　・交通安全施設事業：郷之原潟下線の歩道舗装
　・市道法面変状調査事業　
　　市道における法面等の異常について調査を行います。

　・ウッドタウン住宅建設事業（２棟２戸）※平成29年度完了
　・浜西住宅建替事業
　　老朽化している浜西住宅を建替えるため、設計委託及び
　　造成工事を進めます。
　・地域振興住宅整備事業　（荒川地区：２棟２戸）　
　・ひばりが丘団地改修事業（屋根外壁等）
　・民間住宅リフォーム事業補助　15％補助（上限15万円）
　・木造住宅耐震改修促進事業補助　
　　木造住宅耐震診断事業補助　2/3補助（上限６万円）
　　木造住宅耐震改修工事事業補助　23/100補助（上限30万円）
　・公園フェンス設置等工事　
　　上馬籠公園（日出町）
　・公園トイレ整備事業　
　　権現下公園（湊町）、浜中公園（羽島）

住宅等整備事業
道路等整備事業

FOOD JAPAN（シンガポール）   FOOD JAPAN（シンガポール）   

麓地区土地区画整理事業

　　上馬籠公園（日出町）
　・公園トイレ整備事業
　　権現下公園（湊町）、浜中公園（羽島）

「住み続けたいまち
  住んでみたいまちづくり」を目指します
「住み続けたいまち
  住んでみたいまちづくり」を目指します
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　・海外販路開拓支援事業
　　日本食見本市（FOOD JAPAN）への出展
　　展示会に向けたまぐろ運搬船での輸送
　　特産品の海外向けアレンジ等ＰＲ素材の開発
　・海外貿易商談会出展事業
　　串木野港の輸出促進及び特産品輸出の振興を図るため、
　　海外販路開拓を目的として開催される国内外の商談会に
　　係る出展費用を助成します。

フード　　　　ジャパン
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　いちき串木野市の平成29年度当初予算について、お知らせします。

　前年度当初予算と比較して、16億3,300万円、10.8％の増となります。

　歳入では、市税の増収が見込まれるものの、地方消費税交付金や合併算定替の段階的縮減などに伴う地

方交付税の減少が見込まれています。

　一方、歳出では、人件費は減少するものの、扶助費や公債費等が増加するため財政調整基金等から基金

繰入れを行うとともに、普通建設事業費の大幅な増に伴い、合併特例事業債等の市債を発行し、予算編成

しています。

　今後は普通交付税が段階的に減少するなど従来にも増して厳しい財政状況が見込まれることから、これ

まで以上に徹底した事務事業等の見直しを行いながら持続可能な財政運営を図ることとしています。

一般会計・特別会計

平成 29年度当初予算　一般会計予算額 167億 7,300 万円

企 業 会 計
（単位：千円，％）

（単位：千円，％）

会　　計　　名 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額

対　　比
増　減　額 増　減　率

一 般 会 計

特 別 会 計

内

訳

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

公共下水道事業特別会計

地方卸売市場事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

戸崎地区漁業集落排水事業特別会計

療 育 事 業 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

国 民 宿 舎 特 別 会 計

合　　　　　計

10.8

▲ 6.1

皆減

▲ 3.0

4,4

▲ 64.3

2.0

▲ 59.5

16.9

皆減

0.4

3.9

1,633,000

▲ 630,702

▲ 559,939

▲ 153,778

31,129

▲ 459

72,934

▲ 3,755

2,666

▲ 21,020

1,520

1,002,298

15,140,000

10,381,301

559,939

5,080,886

705,275

714

3,580,157

6,306

15,821

21,020

411,183

25,251,301

16,773,000

9,750,599

－　　　

4,927,108

736,404

255

3,653,091

2,551

18,487

－　　　

412,703

26,523,599

会　　計　　名 平成 29年度
当初予算額

平成 28年度
当初予算額

対　　比
増　減　額 増　減　率

水
道
事
業

収益的
収　支

収　入
支　出
差　引

資本的
収　支

収　入
支　出
差　引

52.5
52.6
26.2
438.7
142.3
67.5

224,487
224,339

148
190,300
306,273

▲ 115,973

427,280
426,716

564
43,383
215,275
▲ 171,892

651,767
651,055

712
233,683
521,548
▲ 287,865

財政課（☎33-5627）一般会計歳入歳出状況
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ひとが輝き 文化の薫る 世界に拓かれたまち

【歳入の内訳】

【歳出の費目別内訳】

自主財源
28.4％

依存財源
71.6％

2,994,577千円　17.9％
個人法人市民税
固定資産税
軽自動車税

市たばこ税
入湯税

市税

4,106,873千円　24.5％
一定水準の生活と、安定した社会生活に必要な
主に福祉関係の経費

民生費

2,901,590千円　17.3％市債

4,783,000千円　28.5％
標準的な行政の実施に必要な経費を賄うため
の収入が不足する団体に対して、一定の方法
により国から交付されるもの

地方交付税

繰入金　805,971千円　4.8％
基金からの取り崩し（特定の目的等のために積み立てておいた
お金からの引き出し）

使用料及び手数料　176,209千円　1.0％
市営住宅や施設などの使用料及び住民票や各種証明等の手数料

分担金及び負担金　147,086千円　0.9％
一定の事業についてその経費を負担あるいは分担するもので保
育施設等や老人ホーム負担金など

その他　1,349,751千円　8.0％
地方消費税交付金、地方譲与税、諸収入、地方特例交付金、寄
附金など

県支出金　1,368,834千円　8.2％
市が行う特定の事務事業に対して県から交付されるもの

国庫支出金　2,245,982千円　13.4％
市が行う特定の事務事業に対して国から交付されるもの

土木費
2,079,271千円　12.4％
道路・河川・都市計画・住宅な
どにかかる経費

総務費

全般的な管理事務や財産、企画、
税務事務などにかかる経費

消防費
606,610千円　3.6％
消防や災害対策などにかかる経費

その他

議会費、商工費、災害復旧費
など

1,984,692千円　11.8％

717,054千円　4.3％

衛生費
3,601,434千円　21.5％
健康で衛生的な生活を送るために必要な
保健衛生、清掃などの経費

公債費

市が借り入れた市債の償還にかかる経費

教育費
994,466千円　5.9％
小・中学校、公民館、体育施設などの教育
関係経費全般

農道・農地・林道・漁港などにかかる経費

2,076,503千円　12.4％

606,097千円　3.6％
農林水産業費

167億7,300万円

167億7,300万円

【性質別歳出予算額】

その他 28.7％

義務的経費　48.2％

投資的経費　23.1％

維持補修費等
516,640千円
3.1％

繰出金
1,284,317千円
7.7％

人件費
2,930,826千円   17.4％

扶助費
3,086,850千円
18.4％

公債費
2,076,503千円
12.4％

普通建設事業費
3,832,022千円　22.8％

災害復旧事業費
46,000千円　0.3％

物件費
1,825,276千円　10.9％

補助費等
1,174,566千円  7.0％

167億7,300万円
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今年も豊作に　３つの祭り奉納
　２月から３月にかけて、神社の春の例大祭にあわ
せて、今年の豊作や人々の無病息災を願う祭りが市
内３か所で奉納され、多くの人たちが見守りました。

100歳おめでとうございます
　２月から３月にかけて戸川藤子さん（栄町）ほか４名の方が100歳の誕生日を迎えました。
　皆さんには、市からお祝いの花や記念品などを贈りました。現在、本市の100歳以上の方は28名です。
　いつまでもお元気で長生きしてください。

３月10日　平田ヒミさん
（芹ケ野）

３月19日　蓑手タミさん
（大河内）

３月15日　福嶋シヅエさん
（平佐原）

３月１日　出水アキさん
（浦和町）

太郎太郎祭（羽島崎神社）３月６日

　豊作や無病息災だけでなく、数えで５歳になる
子どもが参加し、豊漁や健やかな成長を願う、
ちょっと欲張りな珍しい祭りです。

びょうびょう祭（荒川南方神社）３月12日

　境内では２年に１回開催。田植えの様子をユー
モラスな掛け合いで父親と息子が演じます。途中
母親が登場し、仕事そっちのけでお茶が始まるの
も面白いところです。

ガウンガウン祭（深田神社）２月26日

　同じく田植え劇です。地域の子ども達も祭りに
加わり、父親（テチョ）を何度も何度も転ばそう
とするのが笑いを誘います。

夜も太郎太郎祭楽しんで！
　れいめい羽島協議会では、太郎太郎祭のお祝い
の席で食べられていた「太郎太郎御前」を、この
日にあわせて復活させました。
　御膳は、残されていた写真を参考に再現。ニン
ジンやゴボウの煮物、こがやきなどは特大サイズ
で作り、できるだけ御膳の本来の姿で出すことに
心がけました。
　祭りの夜、羽島の飲食店で開催された「まるご
と太郎太郎祭りを楽しもう」では、この復活した
御膳を食べようと20名が参加。太郎太郎祭りの船
持唄を目の前で聞いたり、牛が暴れる様子を見た
りしながら、懐かしい味を楽しみました。

▲復活した太郎太郎御前
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人気の日本酒イベントを焼酎蔵が敵中突破

　元サッカー日本代表選手、中田英寿さんが主宰
する日本酒を味わう人気イベント「C

ク ラ フ ト

RAFT S
サ ケ

AKE 
W
ウ ィ ー ク

EEK博多」に、大和桜酒造が昨年に引き続き招
待され出展しました。
　全国的な日本酒ブームにある日本酒のこのイベ
ントは、６日間に渡り日替わりで10蔵づつ出展し
ます。大和桜酒造が出展したのは３月24日「焼酎
男子の日」。この日だけは日本酒ではなく、焼酎の
蔵元だけが出展します。
　大和桜酒造の若松徹幹さんは他の蔵元と協力し、
周到に準備して当日に臨みました。焼酎の新しい
飲み方の提案やメニュー表、Tシャツを作製したり
した結果、手ごたえを得ることができたそうです。
　また、来場者には焼酎をよく知らない若い世代
も多く、焼酎の蔵元として今後そうした世代に、
どう接していったらよいかヒントを得たそうで、
若松さんは、「常にわれわれ蔵元が新しい提案や努
力を続けて行くことの大切さに改めて気づかされ
た。蔵元の頑張りを酒販店が見ている。頑張りたい」
と話しました。

さつま揚げを食卓にどうぞ

　地域おこし協力隊の高嶋直輝さんは、手軽に家庭
で作れるさつま揚げのミニレシピ集を作りました。
　料理好きの高嶋さんは、さつま揚げを地元の人
が家で食べることが少ないと聞き、「こんなにおい
しいのにもったいない！」とレシピの作成に取り
かかりました。自ら考案した30品ほどのレシピの
中からさつまあげの甘みを生かした7品を厳選し、
掲載しています。
　高嶋さんは、「さつま揚げのように素晴らしいも
のがここにはいっぱいある。さつま揚げを1枚でも
食べるきっかけになってもらえればうれしい」と
話しました。このミニレシピ集は市内のスーパー
や物産館、さつま揚げ屋さんなどにあります。答えはこの広報紙のどこかにあります。

問題：これはどこにあるか知っちょっけ？
市内にある不思議なものや変わったものなどをクイズで紹介。

御倉山で子どもが再び遊べる日を目指して

　市役所が昨年度、市民を対象に開催した、リー
ダー研修会の参加者やその家族など15名が、４月
９日、かつて子ども達の遊び場でもあった御倉山
の遊歩道沿いの藪払いをしました。御倉山の遊歩
道は、今までは木々が生い茂り、うっそうとして、
最近では人があまり立ち寄らなかった場所です。
　塾生が藪払いをするのは今回で２回目。この日
は遊歩道に生えた余分な木を切り倒しては脇に人
力で運ぶなど、約４時間の作業を行いました。
　塾生の下夷憲一さんは「ウオーキングコースや
子ども達の遊び場になればうれしい」と汗をぬぐっ
ていました。今後も月１回のペースでこの作業を
続けて行くということです。

9



サクラ開花遅れる

　今年は、桜の開花が遅く、桜の名所観音ヶ池市
民の森では、４月７日時点でもまだ２分咲きです。
鹿児島地方気象台は5日を鹿児島市の開花としまし
たが、これは平年より10日遅く、昭和28年の観測
以来最も遅いとのことです。
　毎年桜の時期にあわせて観音ヶ池市民の森で開
催しているさくら祭りも、つぼみの中での開催と
なりました。主催したNPO法人いちき元気会の大
久保匡敏さんは「15年この祭りをやっていて咲い
ていないのは初めて」と困惑した様子。とはいえ、
春休みの最後の日曜日だったこともあり、会場に
は家族連れなど多くの人がステージや散策、バー
ベキューなどを楽しむ姿が見られました。

バドミントン九州大会２連覇

　原口小巻さんが、２月に開催された第62回全九
州社会人バドミントン選手権大会30歳以上女子シ
ングルスで大会２連覇を成し遂げました。
　原口さんは、市来中学校でバドミントンのスポー
ツ少年団やクラブチームを指導するかたわら、自
身も高校生を相手にするなどトレーニングを重ね、
県代表として大会に挑みました。この大会は実業
団選手も参加するレベルの高い大会ですが、すべ
てのゲームで圧勝しての優勝です。
　来年は大会が鹿児島で開催される予定で、原口
さんは「地元で負けるわけにはいかない。３連覇
を目指す」と力強く話しました。

ようこそ一年生

　４月、各学校で入学式が行われました。川上小
学校では、２名の児童が入学。駆け付けた地域の
方々など30名が温かい拍手を送る中、担任の先生
と手をつなぎ、入場しました。
　式では、緊張した様子を見せる中、在校生の代
表から「入学を楽しみにしていました。分からな
いことがあれば聞いてください」と優しく言葉を
かけられ、微笑む場面もありました。
　入学した税所美響さんと内田あかりさんは学校
で「勉強を頑張りたい」と抱負を語りました。楽
しい学校生活を送ってください。

チアリーディングチームうれしい全国３位

　チアリーディングチーム「S
セ ー ラ ー

AILOR☆S
ス タ ー ズ

TARS」
が３月26日に千葉幕張メッセで開催された全国大
会※で３位に入賞しました。チアリーディングは、
２分半の競技時間で、元気さ、笑顔、技の正確さ、
協調性などを点数で競います。
　九州代表として出場した同チームは、昨年入賞
できなかった悔しさをバネに練習を積み、「昨年と
は格段の仕上がりの良さ」で今大会に挑み、念願
の３位入賞を果たしました。
　また、世界大会に出場できる基準点にわずかに届
かなかったということで、来年は世界大会出場への
切符を手にしたいとメンバーは意気込んでいます。
※ All Japan Cheerleading and Dance Championship 
USA Nationals 2017のJunior All Star Cheer部門LEVEL1

４月２日さくら祭り時の観音ヶ池市民の森

川上小学校に入学した税所さんと内田さん。なかよしです。
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きれいな川をいつまでも
河川愛護運動団体表彰受賞

　川の美化活動に貢献のあった団体を表彰する、
平成28年度河川愛護優良団体に荒川地区まちづく
り協議会が選ばれ、３月21日伝達式が行われまし
た。県の担当者から協議会の方々へ感謝の言葉と
一緒に賞状が手渡されました。
　同協議会では、少子高齢化で人手が少ない中、
毎年河川の草刈りやゴミ拾いを続けています。蛍
が毎年見られるのも、この活動の成果で、今後の
活動が期待されます。受賞おめでとうございます。

青パト隊に燃料代助成

　３月７日に、防犯協会から地域で活動する青パ
ト隊５団体に、燃料代の一部を助成しました。
　青色防犯パトロール隊は、安全で安心して暮ら
せる地域づくりのために自主的に防犯活動に取り
組んでいます。隊員の自家用車を青パト車として
利用し、週２～３回地域をくまなくパトロールし、
地域の見守り活動を続けています。

横浜北線開通記念イベントで記念館をPR

　３月11日、横浜北線（首都高速）の開通記念イ
ベントで薩摩藩英国留学生記念館と明治維新150周
年のPRを行いました。当日は約5,000人の来場で賑
わい、生麦事件が発端となって派遣された薩摩ス
チューデントへの関心の高さが感じられました。
また、高速道路は生麦事件発生跡地を通過するた
め、犠牲者への哀悼の意を表する献花プレートも
展示されました。

第７回いちき串木野市音楽の集い開催

　２月19日、音楽の集いが市民文化センターで開
催されました。文化振興の弾みにと特定非営利活
動法人夢サロンが開催したものです。
　旭小の児童が司会を務め、子どもから大人、高
齢者や障がい者、また、プロの演奏家など300人が、
コーラスをはじめ、ハーモニカ、トランペット、
琴や尺八の演奏などをステージで披露しました。
　この音楽の集いは、今年県の文化事業に採択さ
れ、内容が充実。異世代交流や地域間交流、また、
文化を通して地域を元気にしようと、会場には音
楽だけでなく、生花や写真の展示もあり、来場者
800人は音楽だけでなく、さながら文化の祭典と
いった雰囲気も楽しみました。

徐福花冠祭

　４月９日生福地区で、秦の始皇帝の命を受け、
日本に不老不死の仙薬を探しに来たという伝説の
ある徐福に冠を捧げる第16回花冠祭が開催されま
した。
　８日の前夜祭はあいにくの雨で中止になりまし
たが、９日の本祭は天気も回復し、地車が登場し
ました。地車の重さは２トンを超えるそうです。
　生福地区は坂も多く、200人以上はいるかと思わ
れる参加者が交替で地車の綱を引き、上石野公民
館から多目的グラウンドの駐車場まで、桜や菜の
花が咲く生福地区をゆっくりと練り歩きました。
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